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 インタビュー特集                      

RADVISION Japan インタビュー３回シリーズ 

第 2回目 

 

 

 

 

 

RADVISION Japan 株式会社 

営業統括部長 

後藤 光治 氏 

 

聞き手：ＣＮＡレポート・ジャパン 橋本啓介 

 

後藤 光治氏は、2010 年 1 月 1 日にラドビジョンジャパンに入

社。ラドビジョンの日本市場におけるチャネル開拓および支援、マ

ーケティングを統括する。 

後藤氏は、ラドビジョンジャパンに入社する前は、シスコシステ

ムズ合同会社において、2001 年からエンタープライズおよび公共

セクター向けのハイタッチセールスを担当。この間、メーカー、サ

ービス業、放送、ヘルスケア、文教などさまざまな業種の顧客へ

の提案から導入、サポートにおいて実績がある。とくにヘルスケア

分野における、電子カルテや、無線 LAN を使用した構内通信網

の構築、遠隔医療、僻地医療などの医療の ICT 化に取り組んだ。

2001 年明治大学卒業。 

 

橋本：後藤さんは、ラドビジョンに入られたばかりだ

そうですが、どういったところを気に入られて入社さ

れたのでしょうか。 

 

後藤氏：私のテレビ会議との初めての出会いは小学校の

時でしたが、上野にある NTT で ISDN によるテレビ会議の

実演を見たときでした。遠隔地の人と画面を通して対話が

できる点に大変興味を持ったと同時に、そういった技術が

すでに実現されていることに子供ながら大いに関心したも

のでした。 

  前職であるシスコシステムズでは、営業畑でしたので、

ルーターから、スイッチ、ユニファイドコミュニケーション、ビ

デオ会議とさまざまな製品を取り扱う機会がありましたが、

映像コミュニケーションについては常に興味をもって見て

いました。 

ここ何年かでブロードバンドインターネットも普及しはじめ、

映像を使ったアプリケーションが増えてきました。今後コミュ

ニケーションもＩＰ化はますます進展するでしょう。私は、そ

の中での映像を使ったアプリケーションは重要な位置をし

めるのではないかと考えていました。 

そういったことを思っていたところ、小学校の頃の体験も

あって、ラドビジョンの人達に会う機会があり、ラドビジョンの

ビジネスや今後のビジョンに共感するものがあったので、是

非入社したいと思いました。 

 

橋本：実際に入社されてどうですか。 

 

後藤氏：ラドビジョンは、シスコシステムズほど大きな会社で

はありませんが、世界の多くの国に拠点があり、グローバル

にビジネスを展開している企業です。1992年に設立され20
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年弱ですが、ビジュアルコミュニケーション業界におけるリ

ーディングカンパニーです。社内的にも国毎や地域毎の

縦割り的な組織ではなく、前回第１回目（1 月 15 日号掲載）

の宮沢のインタビューでもあったように、グローバル企業で

あっても、非常にフレンドリーで横の連携がとれたチームワ

ークがしっかりした企業という印象です。国や地域が違い

物理的に離れていても、横のつながりを保つ上でビジュア

ルコミュニケーションシステムが貢献している。そういったこ

とを日々実感しています。 

ラドビジョンは、世界的に展開していますが、日本では、

実はまだまだ認知が完全に行き渡っていない課題を持っ

ています。 

私の立場としては、グローバルで培われたラドビジョンの

技術や製品を、日本の市場の皆様にもっと広く知っていた

だきたいと考えております。就任早々ですが、まず販売パ

ートナーの開拓やマーケティング活動を積極的に展開して

いきたいと考えています。 

 

橋本：販売パートナー関連は後でお伺いするとして、

営業統括部長というと、NBU部門の責任者にあたるわ

けですね。 

 

後藤氏：その通りです。ラドビジョンは、技術のライセンシン

グビジネスを主軸とした TBU(Technology Business Unit)部

門と、MCU などのインフラ装置製品のマーケティングおよ

び販売展開を行う NBU(Networking Business Unit)部門か

らなりますが、私は、日本における NBU 部門の責任者にな

ります。 

ラドビジョンで提供している製品として、「SCOPIA Elite」

や「SCOPIA 100/400/1000」といった MCU(多地点接続装

置)、ISDN や 3G 携帯と IP を接続する「SCOPIA Gateway」、

コールの制御を行う「ECS Gatekeeper」などのインフラ装置

系の他、ビデオ会議ネットワークの運用管理を行うシステム

である「iView Suite」があります。その他、PCで動作するクラ

イアントシステム「SCOPIA desktop」やハードウェア型でサ

ムソン電子のディスプレイにビデオ会議機能を組み込んだ

「VC240」も提供しています。自社製品として販売している

のはもちろん、シスコシステムズなどに OEM 供給も行って

います。たとえば、SCOPIA Elite などです。 

従って、日本国内においてこれらの販売促進を図ってい

くのが私の仕事になります。 

 

橋本：MCUなどの製品は、他社メーカーでも開発、販

売されていますが、ラドビジョンはそれらのメーカー

とはどのような点で違いますか？ 

 

後藤氏：その点はよく誤解されているところです。市場では、

端末メーカーも MCU を提供していますが、彼らとは、そも

そもビジュアルコミュニケーションへの取り組み方やビジネ

スモデルが違うのです。 

  端末メーカーは、ビデオ会議を行う端末という視点から

端末から、インフラ製品までを開発していますが、それに対

して、私たちは、ビジュアルコミュニケーション全般を包括し

たプラットフォームソリューションを提供しています。ここが

立場の基本的な違いです。 

 

橋本：もう少し詳しく説明してもらえますか。 

 

後藤氏：ビジュアルコミュニケーション全般を包括したプラ

ットフォームソリューションとは、ユーザのさまざまなビジュア

ルコミュニケーションのニーズにお応えできるソリューション

を提供しているということです。 

つまり、私たちは、ビデオ会議もそうですが、前回のイン

タビューでも紹介されました、ビデオコールセンターや、警

備、掲示板、映像配信など、ビジネスのさまざまなシーンに

おいてビデオを使ったアプリケーションを可能にするソリュ

ーションを提供しています。 

そのアプリケーションを実現するプラットフォームが

「SCOPIA」になります。従来のシステムでは、アプリケーシ

ョン毎に別々のシステムで構築されていましたが、SCOPIA
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は、音声、映像、データを全てプラットフォーム上に統合し

ていますので、ユーザはビジュアルコミュニケーションをさら

に有効活用できると考えています。 

 こういった点は、他のビデオ会議端末メーカーではできな

いところだと思います。 

 

橋本：しかし、他社メーカー製品でもカスタマイズで

さまざまなビジュアルコミュニケーションソリューシ

ョンを提供できそうですが。 

 

後藤氏：たしかに、端末メーカーの人達も可能かもしれま

せん。しかし、基本的には、端末メーカーの人達はやはり

自社の端末の接続を想定して、インフラ装置の製品開発を

していますので、他社の端末あるいはインフラ装置との連

携というのは、丁寧にはサポートされていない場合があるの

です。たとえば、異メーカー端末間の接続などです。国際

標準とはいえ、まだまだ実際の使用現場では、難しい面が

あります。 

 しかし、一方で当社は、インフラ装置という視点から開発

していますので、インフラ装置に接続する端末については、

メーカーを問わず幅広くサポートしています。これは、

SCOPIA の強みのひとつと考えています。 

また次回詳しいお話がでてくるかと思いますが、当社の

H.323 や SIP 開発ツールキットは、開発者の間ではデファク

トスタンダード的なシェアを持っていますので、相互接続の

点においては、他社に比べ一日の長があります。 

ですから、ユーザは、メーカーを問わず好きな端末を混

在して使用することができますので、端末選択の自由度が

ありますし、既存のビデオ会議システム端末の資産を有効

活用できるメリットがあります。 

映像、音声、データを包括的にプラットフォームとして提

供している点、そして、相互接続性に強みを持つ点といっ

たところに、当社を選択するメリットがあります。 

 

橋本：なるほど。 

後藤氏：加えてもう一点。今後は、インターネットの普及とと

もにパソコンの性能も向上し、ワイヤレス環境も充実してくる

と思います。ビジュアルコミュニケーションの可能性は固定

のネットワークだけでなく無線まで継ぎ目なく広がるというこ

とです。 

今後のコミュニケーションは、ますますコモディティ化す

る IP に統合され活用されていくでしょう。メーカーとしての

課題は、そういったネットワークにどんなアプリケーションを

開発していくかが市場での競争力を左右するのではない

かと考えています。 

ひとつの有望な可能性としては、パソコンを使ったビデ

オ会議が挙げられると当社では考えています。 

 

橋本：SCOPIA Desktop のことでしょうか。 

 

後藤氏：当社は、インフラ装置を主軸としたメーカーではあ

るのですが、今後のデスクトップでのビデオ会議の広がりを

見 越 し て 、 H.264/SVC と HD に 対 応 し た 「 SCOPIA 

Desktop」を販売しています。やはり、ビデオ会議の裾野の

広がりのキーになるのは、デスクトップ環境でのビデオ会議

を如何に充実させるかにあるからです。 

もちろん、専用端末を全拠点に設置するという方法もあり

ますが、HD 端末を含め、まだまだコスト的に難しいという認

識が一般的にあります。 

一方、クライアントソフトウェアである SCOPIA Desktop は、

MCU への同時接続数に応じて費用がかかるライセンス方

式を取っており、インストールするクライアント数が増えれば

ライセンス料が加算されるという形ではありません。 

つまり、MCU への同時接続数へのライセンスのみです

ので、そのユーザの会社の社員が 500 名であっても、1000

名であっても、全ての社員にソフトウェアを無償で配布でき

るということです。無償でビデオ会議端末を取得するような

ものです。 

 この環境が整っていれば、全社員がいつでも必要なとき

にすぐビデオ会議が行えますし、また、大規模展開も低コ
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ストかつ迅速に実現することが可能です。さらに、社員の出

張やテレワーク時のコミュニケーションツールとしても容易

に活用できます。加えて、外部の取引先などの一時的なゲ

ストにも対応できます。 

 

橋本：クライアントソフトウェア以外にも、御社では

サムソン電子と共同でVC240を昨年後半発売しました。

ラドビジョンとしては、ハードウェア端末を発表した

のは初めてだと思います。 

 

後藤氏：SCOPIA Desktop や VC240 を発売したのは、当

社からもビデオ会議を行う端末をいくつか出すことで、

MCU などのインフラ装置の利活用を進めたいという考えが

あるからです。 

この VC240 は、他社の同様な専用端末とくらべ 1/4 から

1/3 の価格で提供します。役員の方が自席に一台ずつ設

置でき、電話をするような感覚でビデオ会議が行えます。ま

たパソコンのモニターとしても使えますので便利です。 

 
VC240(ラドビジョン資料) 

  この製品のポイントは、従来のビデオ会議端末のエントリ

ー価格帯ながら HD に対応していること、また、H.264/SVC

に対応していること、そして、パソコンのモニター（23.6 イン

チワイドスクリーン）としても活用できるところにあります。ま

たデータ会議の H.239 については、近日対応する予定で

す。 

VC240 の価格は、33 万円（税別）です。ビデオ会議の裾

野を広げる一環としてこの製品をリリースいたしました。今

のところこの価格帯でこれだけの機能と性能を実現しコスト

パフォーマンスに優れた製品は市場には見当たらないと思

っています。 

  

SCOPIA Desktop 画面例（ラドビジョン資料） 

 

プレゼンス情報画面例（ラドビジョン資料） 

 

橋本：SCOPIA Desktopは、確か以前は、Click To Meet

と呼ばれていたと記憶していますが。 

 

後藤氏：その通りです。SCOPIA Desktop は、以前は、

「Click To Meet」という製品名で知られていました。この製

品は、宮沢さんが以前在籍していたファーストバーチャル

社（First Virtual Communications）が H.323 対応ソフトウェ

アとして開発していたものですが、2005 年 3 月に当社がそ

の会社を買収し、デスクトップ向けのソフトウェア製品として

ラインナップに加ました。今は、ユーザーインターフェイスな

ども刷新し H.264/SVC とHD にも対応させた新しいクライア

ントソフトウェアに進化しています。 
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橋本：ビデオ会議システムは、製品としてはだいぶ進

化してきていると思いますが、どんどん使いこなす企

業もある一方で、二の足を踏んで導入を見合わせたり、

使いこなせずに埃がかぶる企業もあるようですが、何

が問題だと思いますか。 

 

後藤氏： たとえば、株式会社シード・プランニングの市場

調査データを見ますと、2008 年の市場規模は、ビデオ会

議が約 98 億円、Web 会議は、約 58.5 億円で、2018 年に

は、それぞれ約 392 億円、約 1,080 億円と見込まれていま

す。昨今活発になっている業界内の提携や M&A を考え合

わせますと、今後、会議システム市場の伸びはますます加

速すると信じています。 

またその中で、ビデオ会議（専用端末）とＷｅｂ会議（PC

会議）がお互いに組み合わせて使われる使用が増えていく

のではないかと見ています。 

しかし、残念なことに、まだまだ本格的に活用しているユ

ーザ企業は少ないのは否めない。それは使うまでのハード

ルが高いからと考えます。 

 

橋本：まだまだ導入のハードルが高いということです

ね。具体的にはどんなところでしょうか。 

 

後藤氏： ビデオ会議のデメリットは、とくに、HD に対応し

た端末はまだまだ高価であるという点。そして、また高価で

あるが故に、多数の拠点に設置するとなると、その高価な

端末を拠点毎に置いていく計算になるため、トータルの導

入コストはとても大きくなる。企業にとっては、全社展開を躊

躇せざるをえないかもしれません。 

 また会議室に設置される端末であるため、使える人も使う

機会も限られるかもしれない。因って、全体的な社内の利

用率はあがらなくなる可能性があります。 

こういったところがビデオ会議の問題点じゃないかと私た

ちは思っています。 

  一方、Web 会議は、既存のパソコンを使えるということや

コストが安いといった理由などから、ビデオ会議よりは、ハ

ードルは低いと思われます。ビデオ会議よりも歴史は短い

ですが、急速に拡大しているのはそういった理由があるか

らじゃないかと思います。 

 しかし、ハードルは低いとは言え、HD を初め画質や音質

のレベルは PC の CPU の影響もあってまだまだ不十分であ

るということは否めません。そのため高品質な映像と音声を

全社展開といった導入では、規模が大きくなれば大きくな

るほど、厳しくなるのではないかと考えます。 

  ビデオ会議も Web 会議もそれぞれ一長一短があり、導

入に際しては検討が難しい場合があると思います。 

  そこで、私たちの SCOPIA MCU や Desktop は、そういっ

たところに焦点をあて問題を解決しました。HD に対応した

高品質な Desktop のライセンスは、先ほどもご説明しました

が、無償で全社員に配布できます。今まで限られた人しか

使えなかった環境を、誰もが簡単に使える環境にかえてく

れる切り札だと私たちは考えています。やはり、潜在的に

使える人達の母数を増やさないと利用率も上がらないと考

えるからです。 

 

橋本：話は変わりますが、販売パートナーについてお

伺いします。現在国内のどのような企業と提携をされ

ていますか。  

 

後藤氏：当社のパートナーは、NBU 部門と TBU 部門でそ

れぞれ分かれているのですが、このインタビューでは、私

が担当している NBU 部門のパートナー企業様についてご

説明いたします。 

 NBU 部門のパートナー企業様は、ネットワンシステムズ株

式会社、安川情報システム株式会社、日本ビジネスシステ

ムズ株式会社、株式会社エム・ビー・アイ、サクサ株式会社、

VTV ジャパン株式会社、ネットワンパートナーズ株式会社

の 7 社様です。また、グローバルパートナー企業様として日

本アイ・ビー・エム株式会社があります。 

 



CNA Report Japan         

__________________________________________________________________________________________________________________ 
 

CNA Report Japan                               6/10          Vol.12 No.3, February 15, 2010 
 
 

橋本：代理店の仕組みについて教えてください。代理

店になるためには認定技術者制度があるようですね。 

 

後藤氏：今ご紹介しました企業様は、当社にとっては、１次

代理店様になりまして、販売やマーケティング、技術サポ

ートを行っていただいています。共同で提案活動や技術対

応、セミナーをおこなったりもします。 

まず一次代理店になっていただく中で、一番大事なこと

は、技術サポート対応ができるということです。その技術サ

ポートは、当社の指定する技術トレーニングを経てサーティ

フィケーションを取得していただくことで認定技術者として

認定いたします。 

また１次代理店に加え、販売活動のみを行う 2 次代理店

様も当社製品の販売を行って頂いております。 

今後もこれらのパートナー企業様と協力して日本市場の

拡大を図っていくとともに、新たなパートナー企業様も開拓

していき、近い将来 20 社まで増やすことができればと考え

ています。また、その中で VC240 については、量販店様で

もお取り扱いしていただければと期待しています。 

 

橋本：最後に何かメッセージがありましたらどうぞ。 

 

後藤氏：当社の製品は、専用端末、パソコン、携帯テレビ

電話、映像配信などあらゆるビジュアルコミュニケーション

を SCOPIA というプラットフォームに統合しているため、相

互接続性や端末選択において幅広いサポートがされてい

ます。またアプリケーションを簡単に開発できるツールキット

なども提供していますので、関連のソリューションを包括的

に提供している点に当社の強みがあります。また、シスコシ

ステムズ、アルカテル－ルーセント、IBM Lotus、マイクロソ

フトなどのユニファイドコミュニケーションとも連携ができるよ

うになっています。 

 次回は、技術ライセンスやツールキットを担当している

TBU 部門の日本での責任者に登場していただきます。 

 

橋本：ありがとうございました。 

 

（第 2回目終わり） 

 

【連絡先】 

RADVISION Japan 株式会社 

〒110-0016 東京都台東区台東 1-32-8 清鷹ビル 3 階 

TEL.03-5816-8950 

e-mail: mgoto@radvision.com 

WWW. http://www.radvision.jp/ 

 

 

 製品・サービス動向-国内                

■アルカディン・ジャパンとインターバリュー、

企業の新卒採用を支援するオンライン会議シス

テムを提供開始 

  アルカディン・ジャパン株式会社（東京都港区）と有限会

社インターバリュー（東京都中央区）は、企業の新卒採用

活動をオンライン会議システムで支援する新サービス「アル

カディン e リクルーティング」の提供を 1 月 19 日より開始す

ると発表。(1 月 19 日) 

  アルカディン e リクルーティングは、新卒採用活動を行

う企業向けに、オンライン会議システムを使い会社説明会

や面接を低コストで実施するためのサービス。アルカディ

ン・ジャパンが提供する「アルカディン・イベント会議サービ

ス」と、インターバリューが提供する人材コンサルティングサ

ービスを組み合わせて実現した。 

 このサービスによって、会社説明会や面接のための会場

準備時間やそのコスト負担を軽減することが可能になるとと

もに、一方で遠方の学生であっても、インターネットに接続

された PC を使い画像を見ながら会社説明会に参加できる

ようになる。また電話だけでも参加は可能。 

 アルカディン・ジャパンは、23 カ国に拠点を持つ電話会

議および Web 会議サービス専門のグローバルプロバイダ

ー。アルカディン・イベント会議サービスは、アルカディンの

オペレータが進行役を務めるオンライン会議サービス。電

mailto:mgoto@radvision.com
http://www.radvision.jp
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話会議の経験がない場合でも、オペレータが会議の開始

前の準備から対応し、会議自体をスムーズに進行するよう

にトータルにサポートする。出席者の確認や参加状況をモ

ニターできる会議モニター画面（オーディオコンソール）も

提供されている。商品説明会、記者発表会、決算発表、セ

ミナーなどで活用されている。 

 インターバリューは、企業の新卒採用をサポートするため

の戦略立案から入社までのコンサルティングサービスおよ

びアウトソースサービスを提供している。 

 アルカディン・ジャパンは、1 月 18 日アルカディン e リク

ルーティングを自社活用しての、2010 年度新卒採用向け

の会社説明会を実施した。 

  

■貸し会議室、貸しテレビ会議室レンタルのネッ

ト・カンファレンス、NEC 製 720p HD 対応テ

レビ会議システムを販売開始 

 

NEC製 720p HD 対応テレビ会議システムNC-1000MV 

(NEC、ネット・カンファレンス資料) 

  ネット・カンファレンス株式会社（東京都千代田区）は、

NEC 製 720p HD 対応テレビ会議システム「NC-1000MV」

の販売を 1 月 29 日から開始した。 

  NC-1000MV は、次世代ネットワーク NGN の商用サービ

スである「フレッツ光ネクスト」の「ひかり電話」を利用するこ

とで、低コストながらも帯域保証されたネットワークで安定し

た HD テレビ会議を実現しているという。また NGN 対応の

MCU(多地点接続装置)を使用した多地点会議も可能。 

 

 

システム構成例(NEC、ネット・カンファレンス資料) 

 ネット・カンファレンスでは、東京、大阪、名古屋において

貸テレビ会議室を運営しており、この会議室を借りる、ある

いは、この会議室とテレビ会議システムが導入されたオフィ

スなどと接続することで、NC-1000MV を利用した会議が行

える。社内の各種会議の他、セミナーや研修、遠隔授業な

どさまざまな用途で活用されることを同社では期待している

ようだ。 

 ネット・カンファレンスは、レンタル会議室の運営サポート

の他、レンタル会議室にテレビ会議システムを加えたレンタ

ルサービス、テレビ会議システム販売などを行っている。 

 

■ベイテックスシステムズ、PC を利用したサテ

ライト・テレビ会議システムを無償提供 

 株式会社ベイテックシステムズ（東京都江東区）は、パソ

コンのカメラや音声を利用したサテライト・テレビ会議システ

ムを無償提供することを発表した。（1 月 18 日） 

  音声、映像、チャット、画面共有、そして各個人のプロフ

ァイルの共有が可能。無償提供は、5 拠点までの接続を上

限とするが、5 拠点を越える接続には、カスタマイズによっ

て対応する。またこのサテライト・テレビ会議システムを運用

するためには、別途 Flash Media Server が運用可能なレン

タルサーバーが必要になる。 

 サテライト・テレビ会議システムは、同社が提供するサテラ

イトオフィス・プロジェクトのひとつ。サテライトオフィス・プロ

ジェクトは、同社の社内アイデア 6%ルールから設立されたリ

モート環境でユーザのビジネス支援を目的としたサービス。

同社では、このプロジェクトを通して、クラウドコンピューティ
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ングビジネスの可能性を追求しているという。 

  ベイテックスシステムズは、1998 年設立。EC サイト構築、

CRM サイト構築、ポイントシステム導入などの e ビジネスソリ

ューションに特化したネットビジネスパッケージソリューショ

ンベンダー。テレビ会議では、サテライト・テレビ会議システ

ムのほか、遠隔地のオフィス同士をバーチャネルに空間共

有するソリューション「サテライト空間ソリューション導入支

援」も提供している。 

  

■NTTコミュニケーションズ、SD/HDに対応し、

VPN サービス、MCU のクラウド型提供、ヘル

プデスクを一体で提供するテレビ会議サービス

を開始 

NTT コミュニケーションズ株式会社（東京都千代田区）は、

同社の VPN サービスと、多地点接続装置（MCU）とを一体

に提供し、運用もオペレーションセンターにおいてワンスト

ップで実施する「テレビ会議接続サービス」を 1 月 20 日より

開始すると発表。（1 月 19 日） 

 

テレビ会議サービス（NTTコミュニケーションズ資料） 

このテレビ会議サービスは、テレビ会議用の多地点接続

装置（MCU）を、NTT コミュニケーションズの「Arcstar 

IP-VPN」や「e-LAN」サービスにおける「アプリケーション接

続サービス」上に展開し、クラウド型で提供する月額固定料

金サービス。 

ユーザは、H.323 対応のテレビ会議システムを用意する

だけで MCU を購入する必要はない。従来の SD テレビ会

議の他、HD テレビ会議にも対応する。また MCU の会議室

は、10 会議室まで設定が可能で、データ共有（H.239）にも

対応。同時接続数は、契約する端末台数が上限になる。

会議室の管理や制御については、カスタマコントロール機

能を提供する。 

その他コンセルジュサービス（ヘルプデスク）も提供され

る。コンシェルジュサービスでは、テレビ会議端末の利用方

法や会議室へのアクセス方法等の問いあわせ対応を行う

ことでユーザの会議をサポートする。万が一のトラブルの際

も、迅速にサービス復旧対応を行うという。 

MCU は、同社のデータセンターに設置するが、ユーザ

は、VPN サービスへ接続する回線以外、MCU 向けのセン

ター回線を準備する必要はないという。これは、このサービ

スがアプリケーション接続サービスによって提供されるため

のようだ。 

また VPN 上でインターネットを介さない社内網と同等の

セキュリティ環境を提供し、利用用途に応じた最適なネット

ワーク環境と MCU をワンストップに提供するのが特長と同

社では説明する。 

費用としては、基本工事費や端末登録工事費用、アプリ

ケーション接続サービス工事費の初期費用の他、月額費

用については、SD テレビ会議もしくは HD テレビ会議、ある

いは、H.239 利用するか否かで金額がそれぞれ設定され

ている。その他、オプションとして、会議室スケジューリング

機能利用料がある。（金額詳細は同社サイト参照要） 

提供エリアは、同社の VPN サービス提供地域になるが、

今後海外についても提供を行う予定。 

 

 製品・サービス動向-海外                

■英 BT 社と米シスコシステムズ社、クラウド型

ユニファイドコミュニケーションサービスを発

表 

  英 BT 社と米シスコシステムズ社は、グローバルで展開

するクラウド型ユニファイドコミュニケーションサービスの開

始と、両社の長期に渡る提携関係の強化を発表した。

（2009 年 12 月 10 日） 

  クラウド型ユニファイドコミュニケーションサービスは、BT
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社のマルチプロトコル・ラベル・スイッチング（MPLS）ネットワ

ークとシスコシステムズ社のユニファイドコミュニケーション

製品を組み合わせることで提供する。 

 ユニファイドコミュニケーションサービスでは、既存のレガ

シーおよび IP 音声インフラを連携させることも可能で、この

サービスによってユーザの生産性の向上の他、コスト削減

や投資効果（ROI）を最大化することができると説明する。 

 また、統合された音声、モバイル、データは、サービス単

位、ユーザ単位で管理でき、これによってユーザは、コスト

管理が容易になる。 

 さらに、拡張モビリティによって、ユーザは、どの電話から

でもログインが可能で、世界中のどこからでもヘルプデスク

のフルサポートを利用することが可能という。 

 BT のホスティング型 IP 電話サービスは、英国で提供され

ているが、2010 年には、アメリカ、ヨーロッパ、中東、アフリ

カ、そしてその後アジアパシフィックへと展開する予定。 

 

 セミナー・展示会情報                            

＜国内＞ 

■会議スタイルの改革で「今すぐ出来るコスト削減」 

（2月度） 

日時：2 月 16 日（火）・19 日（金）（午前と午後計２回開催） 

午前の部：11：00～12：00、午後の部：13：30～14：30 

会場：三菱電機ビジネスシステム プレゼンテーションルーム 

（東京都中野区） 

主催：株式会社三菱電機ビジネスシステム 

詳細・申込：

http://www.melb.co.jp/p_contents/seminar/annai/annai_2010020

315540687.html 

 

■ビデオ会議システム 最適導入ソリューション セミナー 

こうすればうまく行く！ビデオ会議の有効活用でコスト削減、

業務効率UP 

日時：2 月 18 日（木）15:00-17:00(受付開始：14:30)  

会場：パナソニック電工インフォメーションシステムズ 

八重洲オフィス セミナールーム 

主催：パナソニック電工インフォメーションシステムズ株式会社 

共催：日本タンバーグ株式会社 

詳細・申込：

https://event.panasonic-denkois.co.jp/public/seminar/view/92 

 

 

 

 

 

■テレビ会議導入支援セミナー in 大阪 

 『使える会議 ３つの秘訣』 

日時：2 月 19 日（金）16:00-18:00 

会場：なにわ筋 SIA ビル 7 階 

（パイオニア株式会社内、大阪市西区） 

主催：パイオニアソリューションズ株式会社 

詳細・申込：

http://pioneer.jp/ccs/ubiquitous/news/seminar_osaka.html 

*新製品ユビキタス・ステーションの紹介と体験デモ、パイオニア

社内での遠隔会議利用実績の紹介と成功のポイントの発表があ

ります。ＣＮＡレポート・ジャパン橋本も講演させていただくことに

なりました。市場動向と製品選択のポイントを説明。 

 

■コスト削減、業務効率化、パンデミック対策にも有効 

早分かり！Web会議導入の秘訣 & 事例セミナー 

日時：2 月 23 日（火） 14:30～16:45 

会場：銀座「コンファレンス東京」 

主催：株式会社ブイキューブ 

メディア協力：ソフトバンク ビジネス+IT 

詳細・申込：http://www.sbbit.jp/eventinfo/10314/?ref=100212ev 

*＜来場特典＞書籍『デジタルネイティブの時代』 

（著・木下 晃伸／東洋経済新報社刊）を参加者全員にプレゼン

ト！ 

 

■Web会議 体験型ミニセミナー 

～導入のポイントとは？品質実感プログラムのご案内 

日時：2 月 24 日（水） 15:00～16:30（受付開始 14:40～） 

会場：ITX 株式会社汐留本社（東京都港区・日本テレビタワー） 

主催：ITX 株式会社 

詳細・申込：http://www.web-kaigi.com/event/ 

 

無料Webセミナー 

■iPhone とWeb会議でワークスタイルを変革！  

～ 外出先でもインタラクティブな会議を可能に ～ 

日時：2 月 25 日（木） 14:00-15:00 

会場：Web セミナー 

主催：シスコシステムズ合同会社 

コラボレーション ソフトウェア グループ 

詳細・申込：

http://www.webex.co.jp/jp/web-seminars/webseminar_022510.h

tml?SourceId=hpg 

 

■会議スタイルの改革で「今すぐ出来るコスト削減」（3月

度） 

日時：3 月 3 日（水）・5 日（金）（午前と午後計２回開催） 

午前の部：11：00～12：00、午後の部：13：30～14：30 

会場：三菱電機ビジネスシステム プレゼンテーションルーム（東

京都中野区） 

主催：株式会社三菱電機ビジネスシステム 

詳細・申込：

http://www.melb.co.jp/p_contents/seminar/annai/annai_2010020

317235899.html 

 

 

http://www.melb.co.jp/p_contents/seminar/annai/annai_2010020315540687.html
https://event.panasonic-denkois.co.jp/public/seminar/view/92
http://pioneer.jp/ccs/ubiquitous/news/seminar_osaka.html
http://www.sbbit.jp/eventinfo/10314/?ref=100212ev
http://www.web-kaigi.com/event
http://www.webex.co.jp/jp/web-seminars/webseminar_022510.html?SourceId=hpg
http://www.melb.co.jp/p_contents/seminar/annai/annai_2010020317235899.html
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■Web会議 体験型ミニセミナー  

～導入のポイントとは？品質実感プログラムのご案内 

日時：3 月 11 日（木） 15:00～16:30（受付開始 14:40～） 

3 月 26 日（金） 15:00～16:30（受付開始 14:40～） 

会場：ITX 株式会社汐留本社（東京都港区・日本テレビタワー） 

主催：ITX 株式会社 

詳細・申込：http://www.web-kaigi.com/event/ 

 

＜海外＞ 

 

■UC EXPO 

日時：3 月 10 日-11 日 

会場：イギリス、ロンドン、Olympia London 

主催：Imago Communications 

詳細・申込：http://www.ucexpo.co.uk/ 

 

■TeleSpan's Fifth Annual Future of Conferencing 

Workshop 

日時：3 月 18 日-3 月 19 日 

会場：アメリカ ラスベガス  

主催：TeleSpan Publishing Corporation 

詳細：http://www.telespan.com/ 

 

■VoiceCon Orando 2010 

日時：3 月 22 日-25 日 

会場：アメリカ フロリダ州オーランド Gaylord Palms Resort & 

Convention Center 

主催：United Business Media company 

詳細・申込：http://www.voicecon.com/orlando/ 

 
■The WR CSP Summit - Berlin 2010 

会期：4 月 19 日 

会場：ドイツ ベルリン The Steigenberger Hotel 

主催：Wainhouse Research, LLC 

詳細： 

http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&

event=334 

 

■The WR Collaboration Summit - Berlin 2010 

会期：4 月 20 日-21 日 

会場：ドイツ ベルリン The Steigenberger Hotel 

主催：Wainhouse Research, LLC 

詳細：

http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&

event=313 

 

■The Inter-Company Telepresence and 

Videoconferencing Conference and Working Group 

日時：4 月 21 日-4 月 22 日 

会場：アメリカ バージニア州レストン Hyatt Regency Reston  

主催：The Human Productivity Lab 

詳細：http://www.telepresenceoptions.com/conference.php 

 

 

 編集後記                            
 

今回もお読みいただきましてありがとうございます。 

  

次回もよろしくお願い致します。 

 

（橋本 啓介） 

http://www.web-kaigi.com/event
http://www.ucexpo.co.uk
http://www.telespan.com
http://www.voicecon.com/orlando
http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&event=334
http://www.wainhouse.com/events.php?sec=34&opt=upcoming&event=313
http://www.telepresenceoptions.com/conference.php

